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令和７年度主要事業がまとまりました 

－ “あまがさき”を次のステージに － 

 

１ 主要事業の考え方 

尼崎市がこ れまで進めてき た各施策の取組が実を結びつつあり 、 人口の社会動態やまちのイ メ

ージなど、統計と し て成果が表れつつあり ます。こ う し た前向き な流れをさ ら に加速さ せ、「 住み

たいまち」「 住み続けたいまち」 と し て選ばれるよう 、都市と し ての成長につなげていく 必要があ

り ます。  

今後は、 令和５ 年度にと り まと めた「 あまがさ き 子ども・ 子育てアク ショ ン プラ ン」「 あまがさ

き 共創Ｄ Ｘ プラ ン」「 子育て世帯の定住・ 転入に向けた良好な住環境形成のための住宅施策パッ

ケージ」 と いっ た政策の方向性の具体化に加え、 外国籍住民の増加と いっ た本市を 取り 巻く 社会

情勢の変化への対応など、 具体的な施策・ 事業を「 実行・ 実現」 し ていく こ と を 通じ て、「 次のス

テージ」 へ向けた持続可能なまちづく り を 進めていき ます。  

と り わけ、 次世代を 担う こ ども の育ちを支える政策を はじ めと する 本市の成長と その好循環に

向けた戦略的な取組については「 未来への投資」 と し て積極的に強化し ていき ます。  

こ う し た考え方を 踏まえ、 令和７ 年度に向けて

は「 第６ 次尼崎市総合計画」 にも と づく 施策評価を

実施し 、各施策別の成果や課題、今後の取組方針を

確認し た上で、 その結果を 次年度重点的に取り 組

む項目と し て位置づけています。  

予算編成にあたっ ては、 こ れら の項目に対する

重点配分を 行い、 令和７ 年度に新たに実施する 事

業や改善・ 見直し を行う 事業等を「 令和７ 年度主要

事業」 と し てと り まと めまし た。  

 

２ 主要事業の件数及び事業費 

件 数： 94 件（ 内訳： 新規 15 件、 拡充 67 件、 改善等 12 件）  

事業費： 1, 966, 397 千円（ 一般財源 482, 824 千円）  

 

３ 主要事業のポイント 

別添のと おり                                                            

 以 上   
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